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人間工学，介護・福祉機器，バイオメカ

に利用されており，人間工学や

列に複数個（プロトタイプは 8個）並べ，その中

を選択する方式を提案し，点滅周波数をコンピュータ制御することによって恣意的または故意的な

フリッカー」(High Accurate and Quick 

今後，トラック業界をはじめ，バス，タクシー業界，また，病院が介護施設などの徹夜勤務を伴う労働者の労働管理

検査法は被検者の主観による回答によって成り立っているため，被検者の気まぐれな回答

（恣意性）や，作為的で不正な回答（故意性）を見抜けないといった問題が内在する。そのため許可や証明を伴う

公認検査として用いられることはなく，その測定器の市場は極めて小さいのが現状である。 

点滅周波数をコンピュータ制御することによって恣意的または故意的な選択ができないような

を確立した。しかも測定に要する時間が短く，安定した測定値が得られる。 

バスやトラック運転手などの仕事前（出発前）疲労検査への応用による過労運転の防止 
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